
5 年 5 月 29 日

殿

提出者

                                         　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一連
の 処 理 の 工 程

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

佐賀県佐賀市久保田町大字久保田１番地

令和５年４月１日～令和６年３月３１日

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

令和

(日本産業規格　Ａ列４番)

151名

別紙のとおり

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間

王子マテリア株式会社 佐賀工場

14　パルプ・紙・紙加工品製造業

24,942百万円

　

佐賀県佐賀市久保田町大字久保田１番地

王子マテリア株式会社 佐賀工場

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　 0952-68-3111

                                        (法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
　その処理に関する計画を作成したので、提出します。

住　所

氏　名

　佐賀県知事　

執行役員工場長　瀧本　明彦



t t

t t

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

・特になし。

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

【目標】

・特になし。
①現状

別紙のとおり 別紙のとおり

（今後実施する予定の取組）

・特になし。

排　　出　　量

②計画

産業廃棄物の種類

別紙のとおり

別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

・特になし。

別紙のとおり産業廃棄物の種類

排　　出　　量

②計画

(第２面)

【前年度（令和４年度）実績】

（管理体制図）

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

別紙のとおり



t t

t t

t t

t t

t t

t t

（これまでに実施した取組）

【前年度（令和４年度）実績】

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

別紙のとおり 別紙のとおり

（第３面）

①現状

②計画

別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

・特になし。

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

別紙のとおり 別紙のとおり

【前年度（令和４年度）実績】

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

②計画

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

・特になし。

別紙のとおり

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

・特になし。

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり
自ら中間処理により減量した
産　業　廃　棄　物　の　量

別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

【目標】

自ら中間処理により減量する
産　業　廃　棄　物　の　量

（今後実施する予定の取組）

・特になし。



t t

t t

t t

t t

t t

t t

t t

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

・特になし。

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり

【前年度（令和４年度）実績】

（第４面）

①現状

【目標】

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

・特になし。

②計画

①現状

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

・優先的に優良認定処理業者への委託（運搬を含む）を検討する。

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

別紙のとおり

再生利用業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項



t t

t t

t t

t t

t t

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

・優先的に優良認定処理業者への委託（運搬を含む）を検討する。
・埋立処分を行ってる汚泥の半数を再生利用会社へ委託を検討する。

別紙のとおり 別紙のとおり

（第５面）

産業廃棄物の種類

別紙のとおり 別紙のとおり全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

再生利用業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量



　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成
　  工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規
　  模が分かるような前年度の実績を記入すること。

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの
　  一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者
　　への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

備考

（第６面）



様式第二号の八(第八条の四の五関係別紙)

372,935.490 t 1,624.520 t 9,656.970 t 564.000 t 14.510 t 6,549.920 t 252.520 t 0.840 t 1.470 t 0.150 t 0.030 t 0.390 t t t t t

364,730.909 t 1,588.781 t 9,444.517 t 551.592 t 14.191 t 6,405.822 t 246.965 t 0.822 t 1.438 t 0.147 t 0.029 t 0.000 t t t t t

17.890 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 7.420 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

17.496 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 7.257 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

331,685.760 t 0.000 t 0.000 t 564.000 t 0.000 t 6,194.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

369,183.740 t 0.000 t 0.000 t 474.350 t 0.000 t 5,267.610 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

324,388.673 t 0.000 t 0.000 t 551.592 t 0.000 t 6,057.732 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

361,061.698 t 0.000 t 0.000 t 463.914 t 0.000 t 5,151.723 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

【前年度（令和４年度）実績】

燃え殻

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

自ら中間処理により減量した

産 業 廃 棄 物 の 量

汚泥 燃え殻

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

汚泥

汚泥

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

燃え殻

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

産業廃棄物の種類

排　　出　　量

【目標】

汚泥 燃え殻

②計画

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

（第３面）

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

木くず

木くず

紙くず 廃油

（第２面）

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類

汚泥 燃え殻

排　　出　　量

①現状

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

【目標】

②計画

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

燃え殻

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類 汚泥

ばいじん

ばいじん

ばいじん

ばいじん

②計画

ばいじん

ばいじん 紙くず 廃油

紙くず 廃油

廃プラスチック類

廃プラスチック類

廃プラスチック類

廃プラスチック類

廃プラスチック類

廃プラスチック類

廃電池類（乾電池）

紙くず 廃油

廃アルカリ

廃アルカリ

金属くず

金属くず

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

紙くず 廃油

紙くず 廃油

鉱さい

鉱さい

鉱さい

鉱さい

廃アルカリ

鉱さい

鉱さい

廃アルカリ

廃アルカリ

廃アルカリ

金属くず

金属くず

金属くず

金属くず

廃電池類（乾電池）

廃電池類（乾電池）

廃電池類（乾電池）

廃電池類（乾電池）

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず） 廃電池類（乾電池）

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

木くず

木くず

木くず

木くず

0.381



様式第二号の八(第八条の四の五関係別紙)

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

3,733.860 t 1,624.520 t 9,656.970 t 89.650 t 7.090 t 1,282.310 t 252.520 t 0.840 t 1.470 t 0.150 t 0.030 t 0.390 t t t t t

3,004.040 t 51.250 t 105.420 t 89.650 t 7.090 t 1,282.310 t 252.520 t 0.840 t 1.470 t 0.150 t 0.030 t 0.390 t t t t t

3,549.960 t 1,484.220 t 9,656.970 t 89.650 t 7.090 t 1,243.800 t 0.000 t 0.840 t 1.470 t 0.000 t 0.030 t 0.390 t t t t t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 279.570 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.070 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

3,651.715 t 1,588.781 t 9,444.517 t 87.678 t 6.934 t 1,254.099 t 246.965 t 0.822 t 1.438 t 0.147 t 0.029 t 0.381 t t t t t

2,937.951 t 50.123 t 103.101 t 87.678 t 6.934 t 1,254.099 t 246.965 t 0.822 t 1.438 t 0.147 t 0.029 t 0.381 t t t t t

3,471.861 t 1,451.567 t 9,444.517 t 87.678 t 6.934 t 1,216.436 t 0.000 t 0.822 t 1.438 t 0.000 t 0.029 t 0.381 t t t t t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 273.419 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.068 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量

【目標】

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

再生利用業者への
処　理　委　託　量

汚泥 燃え殻

汚泥 燃え殻

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

汚泥

汚泥

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への
処　理　委　託　量

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

燃え殻

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

燃え殻

【前年度（令和４年度）実績】

【目標】

産業廃棄物の種類
①現状

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

②計画

（第４・５面）

産業廃棄物の種類

②計画

①現状

ばいじん

ばいじん

ばいじん

ばいじん 紙くず

紙くず 廃油

紙くず 廃油

紙くず 廃油

廃油

廃プラスチック類

廃プラスチック類

廃プラスチック類

廃プラスチック類

廃電池類（乾電池）

木くず廃電池類（乾電池）鉱さい

鉱さい

廃アルカリ

木くず

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

廃アルカリ

鉱さい

鉱さい

廃アルカリ

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

廃電池類（乾電池） 木くず

木くず

金属くず

廃電池類（乾電池）

廃アルカリ

金属くず

金属くず

金属くず

蛍光灯（金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

0.390



令和4年度廃棄物処理フロー 廃棄物の流れおよび社内処理
社外委託処理

発生源 廃棄物

パルパー 汚泥（ﾊﾟﾙﾊﾟｰｽﾃｯﾁ）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（ﾗｶﾞｰ粕）

汚泥（スクリーン粕）
燃え殻（流動砂）

紙くずと廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの混合物（ﾊﾟﾙﾊﾟｰ粕）

抄紙機  ３台

紙くずと廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの混合物（ﾊｲﾄﾞﾗﾊﾟｰｼﾞ粕） 燃え殻（ｷｬｽﾀｰ）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（NP粕）

排水処理設備 ばいじん

排水溝 汚泥

石炭ボイラ 燃え殻

ばいじん

汚泥

鉱さい

取水 汚泥

汚泥

薬品タンク
（清掃）

廃油

廃アルカリ

各設備 廃プラスチック類

金属くず、ガラスくず（蛍光灯）

金属くず

木くず

廃電池類（乾電池） 破砕・選別 水銀・金属・亜鉛原料

破砕施設 埋立処分（管理型）

焼却・圧縮・熱処理 金属原料

焼却施設 セメント原料

調質施設 製品化

調質施設 製品化

破砕・圧縮・焼却施設 セメント原料、覆土剤

脱水施設 セメント原料

調質施設 製品化

焼却施設 セメント原料

混練施設 セメント原料

造粒固化施設 セメント原料

油水分離施設 セメント原料

セメント原料、建設資材、土壌改良剤

造粒固化施設 セメント原料

埋立処分（管理型）

天日乾燥施設 再生土

焼却溶融 覆土剤

造粒固化 セメント原料

セメント原料

大型ﾌﾞﾛｯｸ

土壌改良剤
再生土

大型ﾌﾞﾛｯｸ
建設資材

覆土剤

処理・処分

埋立処分（管理型）

破砕・焼却 埋立処分（管理型）

焼却施設

再生土

埋立処分（管理型）

再生土

汚泥 脱水施設 



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項
（第2面関係別紙）

廃棄物管理組織

本社

佐賀工場

企画管理部 総務人事部 営業本部 広域直需部 技術本部

協力会社

工場長（廃棄物処理統括責任者）

工場環境委員会

事務部 工務部

○委託契約書の締結

廃棄物担当

○監督官庁への各種報告
○社員、協力会社に対する教育・啓発
○その他関係する事項

廃棄物管理担当

他
工
場

安全衛生管理室 環境管理室

廃棄物の発生制御、再生利用、中間処理、適正処理の推進、

安全・環境管理部

・委員長　-　工場長　　・委員　-　部，室長，課長，公害防止管理者
・事務局　-　環境管理室

計画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。

技術管理者

廃棄物担当

○廃棄物管理状況の把握と改善策の検討
○産業廃棄物処理施設の運転・維持管理状況の把握
○処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理

○産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物管理票の交付・管理

代表取締役（廃棄物担当役員）

統括責任者 所属　：　佐賀工場　　　　　職　：　工場長

廃棄物担当
組織名　：　環境管理室　　職　：　室長
組織人数　：　3人

役
割

工場環境委員会

○廃棄物処理に関する検討

廃棄物処理統括責任者
○廃棄物処理に関する各種事項の決定、承認


